
 

2019年度協定校短期プログラム 留学報告書 
※記載されている内容は留学時の情報に基づくものです。　　　　 

学部・学科および学年（留学時）  法学部法律学科 

性別  男 

留学先国・大学名  大韓民国・梨花女子大学 

留学期間  8月5日～8月21日 

 

留学準備について 
留学前あるいは留学中にどのような準備を行いましたか。 

これと同様の報告書をいくつか読みました。 
 
 

 

費用について 
（留学にかかった経費を教えてください。） 

  日本円  現地通貨 

航空券（往復）  不明   

保険料（本学指定のもの）  不明   

住居費    480000₩（2人部屋） 

食費    コンビニ5000₩程度　その他10000₩程度 

通信費  19860円（wifi代等）   

おこづかい  不明   

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）     

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）     

 

留学をした理由等について 

なぜ留学をしようと思ったのか教えてください。 

留学をしない学生生活と留学をする学生生活では後者に魅力を感じました。 
 

 

留学先の国・地域および留学先大学について 
留学先の国・地域および留学先大学を特に志望した理由があれば教えてください。 

韓国語が少し出来たのでそれを生かしてみたい、伸ばしてみたいと思いました。17日間という長さのプログラム
が用意されていたのも大きいです。 
 
 

大学が所在する街の様子を教えてください。（街の雰囲気や治安、気候などについて） 

気候は同じ時期の東京と大差ありません。キャンパスは都会の中にあるといった感じで立地は青学のようなイ
メージです。 
 
 

留学先の国・地域の良い点・悪い点、またそこに留学するにあたって事前に準備したほうがよいことがあれば教えてくださ
い。 

日韓国交正常化以来、最悪の日韓関係といわれる中での留学でした。特に8月15日は韓国が日本から独立した日
です。しかし、「反日」への心配という点は杞憂に終わりました。コンビニにはおーいお茶や、UHA味覚糖のグ
ミが置かれていました。書店に行けば東野圭吾や池井戸潤の本が人気ランキングの棚に並んでいました。電車で
日本語で話したからと言って怪訝な顔をされるなんてこともありませんでした。 
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プログラムを振り返って 

1日のスケジュールについて教えてください。 

授業のある日は韓国語の授業、英語による韓国文化・政治・歴史等の授業、フィールドトリップと続きます。 
 
 
 

授業はいかがでしたか。(授業の行われ方・内容に関する日本との違い、課題・勉強量・時間 等について) 

授業の態様は慶應と大差ありません。韓国語の授業は少人数で、英語による授業は大人数で行われます。また、
韓国語の授業では何回かの課題提出と最終日にテストがありますが、大きな負担になるようなものではありませ
ん。 
 
 

課外活動はいかがでしたか。特に印象に残ったものがあれば教えてください。 

映画『parasite』を鑑賞しました。他にもSMtownやMBCworldに足を運びました。昨年冬季五輪が開催された平昌
に宿泊する行事もありました。 
 
 

日常生活はいかがでしたか。(寮生活、クラブ活動、ボランティア、学生交流、日本から持参するとよいもの等について) 

寮はキャンパスの中にあります。洗濯機、アイロン台が共有でありました。トレーニングルームや卓球台、パソ
コン室、テレビが常設されている休憩室もありました。但し、寮はいくつかの棟に分かれていて、棟によって設
備が異なっているようでした。 
 

留学をして得たもの、良かった点・悪かった点などを教えてください。 

このプログラムには日本の学生だけでなく、様々な国と地域の学生が参加していました。日本の学生と交流する
ことも、普段かかわることのない方々と話すという点で有意義だと思います。一方で今回香港の方とインスタグ
ラムを交換する機会がありました。そうするとその方の投稿には今のデモ隊の様子や警察の対応等が上がるわけ
です。香港で起きている問題を友達の問題として考えた。これは留学前には予期しなかった収穫でした。 

 

今後プログラムへの参加を希望する学生へのアドバイス 
 
 
 
 

 
 
 

留学中の様子がわかる写真を数枚貼付してください。（任意） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以上 
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